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▲エッセー小学生の部で最優秀賞を受賞した三浦さん ▲市長賞を受賞した火災予防ポスター

　
私
の
夢
は
、介
護
施
設
で
働
く
事
で
す
。

理
由
は
、
介
護
士
は
み
ん
な
に
優
し
く
て

親
切
だ
か
ら
自
分
も
そ
う
言
う
優
し
く
て

親
切
な
人
に
な
り
た
い
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
今
行
っ
て
い
る
事
は
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
支
え
て
い
る
事

で
す
。
私
は
、
夏
休
み
中
ず
っ
と
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
居
る
の
で

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
ま
す
。
私
は
、
今

は
も
う
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
居
な
い
け

ど
、
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
介

護
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
ば

あ
ち
ゃ
ん
は
専
用
の
部
屋
が
あ
っ
て
私
は

部
屋
ま
で
ご
飯
を
持
っ

て
行
っ
た
り
な
ど
い
ろ

ん
な
事
を
や
っ
て
来
ま

し
た
。
で
も
そ
の
ひ
い

じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
は
あ
り
が
と
う
と

は
言
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
ひ
い
じ
い

ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

亡
く
な
る
直
前
に
目
を

つ
ぶ
っ
た
ま
ま
、
あ
り

が
と
う
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
最
初
何

を
言
っ
て
る
の
か
分
か

ら
ず
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

何
て
言
っ
た
の
？
と
聞
き
ま
し
た
。
そ
し

た
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
あ
り
が
と
う
っ
て

言
っ
た
ん
だ
よ
。
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の

時
私
は
我
ま
ん
し
て
い
た
は
ず
の
な
み
だ

を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
う
れ
し

い
な
み
だ
で
し
た
。
私
の
気
持
ち
は
ち
ゃ

ん
と
伝
わ
っ
て
た
ん
だ
な
と
思
い
、
と
て

も
心
が
ほ
っ
こ
り
し
ま
し
た
。
私
は
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
っ
た

ら
必
ず
仏
壇
に
お
せ
ん
こ
う
を
た
て
て
チ

―
ン
と
一
回
た
た
い
て
あ
い
さ
つ
を
し
て

い
ま
す
。
も
う
居
な
い
か
ら
っ
て
大
切
な

人
へ
の
気
持
ち
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
今
も

き
っ
と
青
い
空
か
ら
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
居
な
い

か
ら
っ
て
そ
の
人
を
忘
れ
る
事
は
い
け
な

い
事
で
す
。
そ
の
人
に
対
す
る
気
持
ち
も

変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
が
ん
ば
っ
て

や
っ
た
事
が
す
ぐ
に
表
れ
な
く
て
も
、
い

つ
し
か
絶
対
に
表
れ
ま
す
。
努
力
は
必
ず

む
く
わ
れ
る
と
い
っ
し
ょ
だ
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
介
護
施
設
で
働
け
る
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
自
信
を
持
っ
て
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
し
大
切

な
人
へ
の
思
い
も
変
え
ず
に
い
ろ
ん
な
人

を
支
え
て
お
手
伝
い
も
た
く
さ
ん
し
て
み

ん
な
の
役
に
た
て
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　
全
国
の
応
募
者
の
中
か
ら
、
市
民
の

方
、
市
内
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
受

賞
者
の
皆
さ
ん
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

エ
ッ
セ
ー
の
部

○
小
学
生
の
部
（
応
募
数
２
４
２
点
）

▽
最
優
秀
賞
＝
三
浦
葵
（
大
井
第
二
小

学
校
６
年
）　
▽
優
秀
賞
＝
小
幡
佳
乃

（
大
井
第
二
小
学
校
６
年
）、
喜
多
川
俊

太
朗
（
岩
邑
小
学
校
６
年
）、
三
宅
真

絢
（
岩
邑
小
学
校
５
年
）　
▽
佳
作
＝

伊
藤
成
華
（
明
智
小
学
校
５
年
）、
小

栗
和
奏
（
岩
邑
小
学
校
５
年
）、
小
野

内
陽
菜
（
岩
邑
小
学
校
６
年
）

○
中
高
生
の
部（
応
募
数
１
０
３
６
点
）

▽
優
秀
賞
＝
纐
纈
ほ
の
か
（
恵
那
北
中

学
校
３
年
）　
▽
佳
作
＝
小
木
曽
陽
和

（
岩
邑
中
学
校
３
年
）、遠
山
若
夏
菜（
岩

邑
中
学
校
２
年
）

○
一
般
の
部
（
応
募
数
１
２
８
点
）

▽
優
秀
賞
＝
秋
田
桃
子
（
岩
村
町
）　

▽
佳
作
＝
磯
部
彰
（
大
井
町
）

短
歌
の
部

○
小
学
生
の
部
（
応
募
数
７
５
１
点
）

▽
入
選
＝
川
上
真
緒
（
長
島
小
学
校
４

年
）、
堀
楓
（
串
原
小
学
校
６
年
）、
渡

辺
真
子
（
長
島
小
学
校
４
年
）

○
中
高
生
の
部（
応
募
数
１
６
０
６
点
）

▽
入
選
＝
足
立
琴
音
（
恵
那
農
業
高
等

学
校
２
年
）、
加
藤
和
希
（
恵
那
西
中

学
校
２
年
）、
町
野
千
聖
（
恵
那
西
中

学
校
１
年
）、
松
井
友
希
乃
（
恵
那
南

高
等
学
校
１
年
）

特集｜第１６回下田歌子賞

エ
ッ
セ
ー･

小
学
生
の
部

　
最
優
秀
賞
受
賞
作
品

『
志
』
大
井
第
二
小
学
校
６
年
　
三
浦
　
葵

　下田歌子賞は、１８５４年に岩村町で生まれた、わが国の女
子教育の先駆者、実践女子学園創設者の下田歌子先生をふる
さとの先人として顕彰しようと創設された公募賞です。
　今年のエッセーと短歌のテーマは「志（夢・願い）」。全国
から多くの作品が寄せられました。１２月１５日に岩村コミュ
ニティセンターで約２２０人が参加して、表彰式と記念イベン
トが開催されました。寄せられた作品の中から、エッセー部
門小学生の部で最優秀賞を受賞した、三浦葵さんの作品を紹
介します。
　　　　　　　　　　生涯学習課☎ 26-2111（内線 476）

火災予防ポスター展入賞者＆出初め式｜特集

出
初
め
式
で
は
し
ご
登
り
な

ど
を
披
露

　
新
春
恒
例
の
市
消
防
出
初
式
を
１
月

６
日
㈰
に
開
催
し
ま
す
。
勇
壮
な
恵
那

ト
ビ
は
し
ご
登
り
や
分
列
行
進
、
全
分

団
に
よ
る
一
斉
放
水
を
行
い
ま
す
。

□
時
間
・
と
こ
ろ
　
▽
式
典
＝
午
前
８

時
・
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー
　
▽
分
列
行

進
＝
午
前
１０
時
半
・
恵
那
駅
前
中
央
通

り
　
▽
恵
那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
＝
午
前

１０
時
４５
分
・
駅
前
中
央
通
り
　
▽
一
斉

放
水
＝
午
前
１１
時
１５
分
・
阿
木
川
（
大

井
橋
～
佐
渡
橋
間
）

□
交
通
規
制
　
午
前
１０
時
か
ら
１１
時
４５

分
ま
で
、
恵
那
駅
前
中
央
通
り
付
近
の

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
（
こ
の
時
間
帯

の
東
濃
鉄
道
の
バ
ス
は
、
別
経
路
で
運

行
し
ま
す
。
公
布
町
バ
ス
停
は
小
栗
屋

付
近
に
バ
ス
停
を
設
置
し
ま
す
）。

□
そ
の
他
　
天
候
不
良
の
場
合
は
、
恵

那
ト
ビ
は
し
ご
登
り
は
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
分
列
行
進
と
一
斉

放
水
は
中
止
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
消
防
課
☎
２
６
―
０
１
１
９
（
内

線
２
５
０
）

第３７回市火災予防
ポスター展の入賞者

　「
第
３７
回
市
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
」

に
は
、
市
内
の
小
中
学
校
か
ら
６
４
９

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

特
別
賞
を
受
賞
し
た
５９
人
を
紹
介
し
ま

す
（
敬
称
略
）。

問
　
岩
村
消
防
署
☎
４
３
―
０
１
１
９

□
市
長
賞
　
井
上
心
響
（
恵
那
西
中
２

年
）

□
市
議
会
議
長
賞
　
井
戸
悠
詞
（
中
野

方
小
２
年
）

□
市
教
育
長
賞
　
伊
藤
彩
花
（
山
岡
小

６
年
）、
安
藤
凜
（
三
郷
小
５
年
）、
小

川
結
々
（
山
岡
中
１
年
）

□
市
消
防
長
賞
　
山
田
宏
昂
（
明
智
中

１
年
）、
太
田
偉
月
（
明
智
中
１
年
）、

遠
山
惠
太
（
武
並
小
４
年
）

□
市
消
防
団
長
賞
　
安
田
愛
（
恵
那
東

中
２
年
）、
各
務
雪
花
（
恵

那
西
中
３
年
）、
伊
藤
チ

エ
（
大
井
小
６
年
）、
吉

村
樹
里
（
大
井
第
二
小
６

年
）、
藤
田
み
な
み
（
明

智
小
３
年
）

□
市
ま
と
い
会
長
賞
　
遠

山
若
夏
菜
（
岩
邑
中
２

年
）、
井
畑
礼
蘭
（
明
智

中
１
年
）、
藤
井
珠
理
（
長

島
小
５
年
）、
服
部
怜
奈

（
武
並
小
５
年
）、
遠
山
由

菜
（
中
野
方
小
６
年
）

□
市
危
険
物
安
全
協
会
長

賞
　
成
田
一
翔
（
恵
那
東

中
３
年
）、安
藤
優
（
恵
那
西
中
２
年
）、

小
島
光
純
（
岩
邑
中
２
年
）、
中
山
瑠

菜
（
大
井
小
６
年
）、
市
川
愛
梨
（
明

智
小
３
年
）

□
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　
伊
藤

萠
々
羽
（
恵
那
西
中
１
年
）、
齋
藤
は

ん
な
（
恵
那
西
中
３
年
）、
松
井
光
希

（
恵
那
北
中
１
年
）、
深
澤
瑞
希
（
大
井

小
６
年
）、中
根
蒼
粋（
上
矢
作
小
２
年
）

□
恵
那
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　

紀
岡
武
伸
（
恵
那
西
中
１
年
）、
樋
田

天
風
（
山
岡
中
１
年
）、水
野
結
杏
（
長

島
小
５
年
）、
柘
植
暁
登
（
中
野
方
小

２
年
）、
西
尾
咲
希
（
明
智
小
３
年
）

□
恵
那
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長
賞
　

伊
藤
龍
祐
（
恵
那
東
中
３
年
）、
権
藤

優
里
亜
（
恵
那
北
中
１
年
）、
秋
山
七

奏
（
岩
邑
中
２
年
）、
市
川
心
花
（
大

井
小
６
年
）、
片
桐
悠
（
明
智
小
３
年
）

□
恵
那
消
防
署
長
賞
　
中
島
一
葉
（
恵

那
東
中
１
年
）、
山
口
和
也
（
恵
那
西

中
２
年
）、
纐
纈
ゆ
い
か
（
恵
那
北
中

１
年
）、
陶
川
美
穂
（
大
井
小
６
年
）、

成
瀬
愛
奈
（
大
井
第
二
小
３
年
）、
渡

辺
ち
う
め
（
長
島
小
５
年
）、
市
川
花

暖
（
東
野
小
５
年
）、山
本
幸
太
郎
（
三

郷
小
５
年
）、
浅
井
夏
美
（
武
並
小
５

年
）、
西
尾
綾
花
（
恵
那
北
小
５
年
）、

鈴
村
み
ら
の
（
中
野
方
小
２
年
）

□
岩
村
消
防
署
長
賞
　
太
田
美
桜
（
岩

邑
中
２
年
）、
池
田
花
凛
（
山
岡
中
１

年
）、安
藤
麻
衣
子
（
上
矢
作
中
２
年
）、

原
匠
（
岩
邑
小
３
年
）、後
藤
万
葉
（
山

岡
小
６
年
）、
荻
山
茉
優
里
（
上
矢
作

小
２
年
）

□
明
智
消
防
署
長
賞
　
平
林
咲
人
（
明

智
中
１
年
）、
三
宅
美
音
（
串
原
中
１

年
）、
大
島
芽
依
（
明
智
小
３
年
）、
堀

瑞
希
（
串
原
小
５
年
）

▲阿木川で一斉放水

問

第１６回下田歌子賞

▲市長賞を受賞した井上さん（左）と小坂市長


